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本レポートは、独自の視点から書いており、基本的に会社側の立場に立つものではない。本レポートは、投資家の当該

企業に対する理解促進をサポートすることを目的としており、投資の推奨、勧誘、助言を与えるものではない。内容に

ついては、担当アナリストが全責任を持つが、投資家の投資判断については一切関知しない。本レポートは上記作成者

の見解を述べたもので、許可無く使用してはならない。 

 

リスクをマネージできる投資家へ 

 

 

・‘マネージする’とは、きちんと経営管理をしていくことである。経営者が

企業を経営することと、投資家が投資をすることは本質的によく似ている。 

 

・2008年のリーマン危機の時に比べて、第 2波の 10年春のギリシャ危機はどう

だったか。時にマーケットはバブルに浮かれたり、異常な悲観に陥ったりする。

世の中も断層的に変化する。平時のときの投資判断は通常のリスクとリターン

で考えればよいが、数十年に一度の大変革の時には予想すら難しい。 

 

・そういう場面では何が起きても耐えうるような覚悟と備えが必要である。本

当に先行きが分からない時には、最悪の事態に備えて損失を最小化するような

ミニマックスを考えておくことである。 

 

・投資の本質は、投資対象の中身をよくみて、その価値を知ることである。ま

た資金の性格と目的をよく見定めておく。自分は何のために投資をするのか。

何でもよい、儲かればよいのだ、という考えでは、投資は続かない。投資には

予想や期待に反することも起きる。その時に自分の考え方がはっきりしていれ

ば、我慢もできるし、損切りしても納得できる。そうでなければ不安と不満が

高まって、嫌になってしまう。 

 

・不確実な中でも、コントロールできるものは自分で判断し、コントロールで

きないものについては慎重な考え方を持って対応していくことである。こうし

た「リスクをマネージできる投資家」には千載一遇のチャンスがくる。どう挑

戦するか、そこがリサーチのしどころである。 
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